
　
総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　
主
な
審
査
内
容

源
が
必
要
と
な
る
の
で
、
慎
重
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。
た
だ
し
、
土
曜
日
の
副
食

費
に
つ
い
て
は
、
保
育
所
の
利
用
者
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
市
で
負
担
す
る
こ
と
と

し
、
保
護
者
負
担
は
、
国
の
基
準
月
額

４
５
０
０
円
よ
り
低
い
、
月
額
４
０
０
０

円
に
設
定
し
て
い
る
。

Ｑ　
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
収
入
は
、
平
成

29
年
度
決
算
が
約
５
３
０
０
万
円
、
平

成
30
年
度
決
算
が
約
６
１
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
た
が
、
令
和
元
年
度
は
約

１
０
０
０
万
円
を
減
額
す
る
理
由
に
つ
い

て
問
う
。

Ａ　
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
の
未
処
分
利
益

剰
余
金
は
、
平
成
29
年
度
と
比
べ
て
増

額
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
今
後
に
備
え

て
、
建
設
改
良
積
立
金
へ
の
積
立
等
を
し

た
残
り
の
部
分
が
大
竹
市
・
廿
日
市
市
の

配
分
金
と
な
っ
て
い
る
。
配
分
金
の
総
額

自
体
は
、
昨
年
よ
り
少
し
減
少
し
て
い
る

が
、
安
定
し
て
配
分
さ
れ
て
い
る
。

●�

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
大
竹
会
館
改
築
等
工
事
（
建
築
主

体
工
事
・
電
気
設
備
工
事
・
機
械
設

備
工
事
））

Ｑ　
豪
雨
災
害
な
ど
様
々
な
要
因
に
よ
っ

●
令
和
元
年
度
大
竹
市
一
般
会
計

�

補
正
予
算
（
第
２
号
）

Ｑ　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
が
か
な
り
順

調
に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、

そ
の
理
由
と
直
近
で
把
握
し
て
い
る
総
額
、

今
年
度
の
見
込
み
総
額
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
の
総

額
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
が
、
現
状
は
昨
年

８
月
末
と
比
べ
約
２
倍
の
額
と
な
っ
て
お

り
、
総
額
は
約
３
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
返
礼
品
の
開
発
や
サ
イ
ト
数
を

増
や
し
て
き
た
こ
と
の
ほ
か
、
本
市
で
は

過
去
か
ら
総
務
省
の
ル
ー
ル
を
順
守
し
て

お
り
、
金
額
や
品
目
に
変
更
が
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
副
食
費
の
保
護
者
負
担
金
が
免
除
と

な
る
人
数
の
割
合
と
、
対
象
外
の
子
ど
も

に
つ
い
て
も
市
の
独
自
財
源
で
無
償
に
す

る
考
え
は
な
い
か
問
う
。

Ａ　
現
在
、
３
９
９
名
の
約
２
割
に
当
た

る
80
名
が
免
除
対
象
と
な
る
。
全
て
の

子
ど
も
の
副
食
費
を
無
償
化
す
る
に
は
財

て
人
材
、
資
材
不
足
な
ど
の
状
況
が
あ
る

な
か
、
こ
の
工
事
の
計
画
が
遅
延
す
る
こ

と
は
無
い
の
か
問
う
。

Ａ　
資
材
や
人
材
等
が
不
足
す
る
社
会
情

勢
に
あ
り
、
工
事
に
影
響
す
る
可
能
性
が

極
め
て
高
い
。
工
期
内
に
完
了
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
の
で
、
新
会
館
の
完
成
前
に
既

存
の
旧
館
及
び
新
館
の
解
体
に
着
手
せ
ざ

る
を
得
な
い
場
合
も
あ
る
。

Ｑ　
高
額
な
工
事
請
負
契
約
で
あ
る
が
、

前
払
金
は
通
常
の
上
限
金
額
の
ま
ま
で
あ

る
の
か
問
う
。

Ａ　
業
者
の
前
払
金
を
特
別
に
増
や
す
予

定
は
な
く
、
契
約
金
額
の
40
％
以
内
で
、

６
０
０
０
万
円
を
限
度
と
し
て
い
る
。

Ｑ　
建
築
主
体
工
事
が
落
札
率
99
・
９
％

と
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
に
近
い
が
、
こ
の
よ

う
な
結
果
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
問
う
。

　
Ａ　
予
定
価
格
を
事
前
に
公
表
し
て
お
り
、

応
札
者
は
そ
れ
を
見
て
入
札
し
て
い
る
た

め
、
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

●
そ
の
他
の
議
案　
５
件

※
採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

�

原
案
の
と
お
り
可
決

　
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

大竹会館外観イメージ図
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生
活
環
境
委
員
会

　
　
　
　
主
な
審
査
内
容

●
大
竹
市
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に

お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Ｑ　
本
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た

経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
課
税
免
除

の
取
り
消
し
事
由
に
つ
い
て
、
第
５
条
第

５
号
で
は
『
事
業
を
廃
止
し
た
と
き
又
は

連
続
し
て
１
年
以
上
休
止
し
た
と
き
』
と

さ
れ
て
い
る
。

　
本
条
例
の
指
定
区
域
は
離
島
で
あ
り
、

災
害
や
事
故
又
は
漁
期
の
関
係
等
で
、
や

む
な
く
１
年
以
上
事
業
が
休
止
と
な
る
場

合
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
際
の
対
応

へ
の
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

●�
平
成
30
年
度
大
竹
市
水
道
事
業
会
計

剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
・
平
成
30
年
度
大
竹
市
公
共

下
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及

び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
・
平
成
30

年
度
大
竹
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

Ｑ　
水
道
事
業
会
計
決
算
に
お
け
る
船
舶

用
の
有
収
水
量
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
度

は
、
平
成
29
年
度
と
比
較
し
て
約
20
％
減

少
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
『
市
政
の
あ
ら
ま
し
』
に
記

載
の
、
大
竹
港
の
け
い
船
料
の
収
入
は
、

平
成
30
年
度
は
平
成
29
年
度
と
比
較
し
て

約
７
・
８
％
増
加
し
て
い
る
。
船
舶
の
寄

港
は
増
加
し
て
い
る
の
に
、
船
舶
へ
の
給

水
が
減
少
し
た
原
因
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　
船
舶
代
理
店
の
一
社
が
手
配
す
る
外

航
石
炭
船
の
大
竹
港
へ
の
入
港
が
減
少
し

て
お
り
、
平
成
30
年
度
に
給
水
の
実
績
が

な
か
っ
た
。

　
外
航
の
船
は
一
度
に
大
量
の
給
水
を
行

う
た
め
、
そ
の
影
響
に
よ
る
も
の
が
原
因

と
考
え
て
い
る
。

Ａ　
平
成
31
年
３
月
に
『
離
島
の
振
興
を

促
進
す
る
た
め
の
大
竹
市
に
お
け
る
産
業

の
振
興
に
関
す
る
計
画
』
を
策
定
し
て
い

る
。

　
経
済
産
業
省
な
ど
、
関
係
各
省
の
大
臣

の
認
定
を
う
け
、
本
計
画
に
係
る
区
域
の

指
定
の
告
示
が
６
月
14
日
に
あ
り
、
阿
多

田
島
が
租
税
特
別
措
置
の
対
象
に
な
っ
た
。

　
計
画
に
掲
げ
る
『
阿
多
田
島
に
お
け
る

産
業
の
維
持
・
活
性
化
』
に
向
け
た
具
体

的
な
施
策
と
し
て
、
固
定
資
産
税
の
優
遇

を
す
る
た
め
に
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
課
税
免
除
は
『
取
り
消
す
こ
と

が
で
き
る
』
規
程
と
し
て
い
る
た
め
、
災

害
等
の
場
合
に
は
、
事
情
を
考
慮
し
た
対

応
が
可
能
と
考
え
て
い
る
。

●
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

Ｑ　
本
条
例
で
は
、
災
害
援
護
資
金
の
貸

付
と
、
貸
付
を
受
け
る
際
の
保
証
人
に
つ

い
て
も
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　
災
害
援
護
資
金
に
つ
い
て
は
、
従
来

か
ら
、
『
保
証
人
を
立
て
る
こ
と
』
に
つ

い
て
規
定
し
て
い
る
。

　
利
率
は
、
条
例
で
は
『
保
証
人
を
立
て

る
場
合
は
、
無
利
子
』
で
、
『
保
証
人
を

立
て
な
い
場
合
は
年
３
％
以
内
で
市
長
が

別
に
定
め
る
率
』
と
し
て
い
る
が
、
実
際

に
は
施
行
規
則
に
よ
っ
て
『
年
１
％
』
と

規
定
し
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
議
案　
１
件

※
採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

�

原
案
の
と
お
り
可
決

　
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

生活環境委員会での審議の様子

大竹港に停泊する船舶

第３回定例会は、令和元年９月４日～９月27日の24日間行われました。
詳細については、令和元年12月ごろに本会議録が製本されますので、市ホームページ、
市情報公開コーナー、図書館等でご覧ください。市ホームページから録画中継もご覧いただけます。
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